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家庭教育学級で家族や地域の温かさを感じます。 
山県市立大桑小学校 食育講演会 10月20日（火） 講演会型 

 
                   
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○給食参観 
例年行われている「給食試食会」、今年度は新型コロナウイルス感染防止のため実施は無理と判断。子どもたちの給食 

も一方向を向いて、距離を取るために、大桑小学校のランチルームはぎりぎりの規模でした。ランチルームの外からガラ 
ス越しに給食の様子を参観。手を振る姿がほほえましく、どの子も顔見知りという雰囲気がいいですね。 

●栄養教諭 石神えみ 先生の講話 演題：「子どもと食」 
１ 子どもの脳の発達と食 

小学生は脳の発達が著しい時期、味覚も発達する時期、食べることが楽しいと 

感じるきっかけを作りたい。 

２ 朝食について 

朝食を食べる習慣のある児童ほど、テストの正答率が高い傾向にあるようです。 

朝ごはんは、眠っている間に下がった体温をしっかりと上げ、体全体を目覚め 

させます。朝ごはんはお米を食べるとよいでしょう。粒食なので、ゆっくりと消化・ 

 吸収され、なだらかに血糖値を上げて、長時間維持します。体温を 1℃上げると 

免疫力が上がります。 

●理想的な朝ごはん 

温かい飲み物、ご飯やパンなどの主食、卵や豆類、乳製品などのたんぱく質、野菜や果物でミネラルをプラスする 

とより理想的です。 

３ 子どもと食事 （給食で毎年サンマを出しています） 

○食べる意欲  ・空腹で食事に臨む。 ・食べ慣れさせる。 ・強制しない。 

・楽しい食環境：嫌いなものでも少量でも食べたことをほめる。飲み物やスープ等食べやすく。 

噛み応えのある根菜類や野菜、サンマなどの骨のある魚を添える。子どもと一緒に食事の準備をする。 

○食に必要な力 ・食べ物を選ぶ力 ・食べ物の味がわかる力 ・料理ができる力 ・元気なからだがわかる力 

・食べ物の命を感じる力  

・この 5項目に＋１：どこから来たのかわかる力（生産者や調理師等の人とのかかわり） 

＜保護者の感想＞ 

・全員で同じ方向を向いて食べるといった今年ならではの光景は子どもたちにとっ

てもまた、違う意味でよい思い出になるのかな？と思いながらみていました。こ

ういう形でも同じ空間で食べられることはいいですね。 

・１℃違うと免疫力が違ってくるとかサンマの話がありがたい。食べる経験をさせ

ていて学校のほうが教育してくれているな。 

・朝食を食べるとよいという認識はありましたが、色々なデータを基に話を聞けた  

 ことで、食べることの良さを改めて感じました。 

 

コメント 

子どもたちが一方向に向いて食べる様子の参観を行うことで、学校での配慮がわかります。講演では朝食の重要性が多

くのデータ‐で示されていて説得力がありました。食べにくいものでも食べるという経験が大事で

あるということで給食の献立が作られていることには反響がありました。意味を知ることで家庭で

の食事が変わっていくようです。 

参加された方々が、その後校庭の草取りをされていました。次週に運動会があるのでされてい

るとのことでした。保護者が学校に、自然にかかわっている姿に地域の温かさが伝わってきます。 

岐阜県環境生活部  
 環境生活政策課 
家庭教育推進専門職：河野  
（℡058-272-8752） 

岐阜地区家庭教育学級応援通信 令和2年１１月2日発行 

みんなで子育て No.９ 
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各務原市立中央小学校 夏休み「家族でクッキング」8月8日（土）～8月19日（水） 

毎年夏休みに子育て広場（家庭教育学級）として実施され、5年以上が経って
います。昨年までは全校児童実施でしたが、今年度は夏休みの期間が 12 日間と
従来よりかなり短いため、自由参加とされました。実施後は集めて、確認をして、
学級ごとに束ねて、前期の終了前の懇談会で保護者や児童が見られるように展示
されています。メニューや家族の関わり方を知ることができますね。 
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毎年の実施で高学年になると、慣れてきたり、自分なりの工夫

が出てきて、子どもだけで作ることが多くなります。料理の幅も

すごいです。ここにあるもののほかカレーパスタ、ピザ、卵焼き、

肉じゃがと子どもが好きそうなメニューが一杯です。クッキン

グなので、蒸しパン、クッキーやパフェなども作られています。

お父さんとの調理もあり、楽しげですね。  

 お父さんと作った様子がわか
る記録です。切るという作業は
心配ですが、経験できることが
大事ですね。 
お母さんが書いたレシピに合
わせて調味料を丁寧に 
量っている様子がわか 
りますね。 

 

 

コメント 
保護者からのコメントも「作っ

てくれてありがとう」ということ
から「こんなに成長しているとは」
という喜びや、自分で作るとおい
しいのでたくさん食べることがで
きたねといった作ることの楽しさ
を学べるように書かれてありま
す。1年生はほとんど全員が提出で
きたとのことです。食べるために
は何が必要か、作る人の思いもわ
かります。一緒に活動すればコミ
ュニケーションが必要です。重要
な活動だと感じました。 
こういったことを長年続けると

いうことで子どもが成長していき
ます。夏休みにはこれをするとい
う見通しがあり、楽しみにできる
ことも大事ですね。 

お父さんと初めてやれた 
ので楽しかった蒸しパン 

おじいちゃんが育てたピーマン
を使ったカレーピラフ 

唐揚げを作る感動が

伝わってきます。お

店のよりおいしいと

いう表現がいいです

ね。 

写真も楽しそうな場

面が一杯で家族で行

っている雰囲気を感

じるものですね。 

在宅取組型 

懇談会の時間で冊子
を見ています。 
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岐阜市西児童センター 10月10日（土）体験活動型  

「パパさんクラブ 」ハロウィンの足型アート(乳幼児と父親の交流)   

●パパさんクラブ 

広い遊戯室の床にカラーテープで四角く区切り動物のシールを貼って場所の確保 

 がされています。5組の親子が参加されました。楽しむ遊びがあり、お父さんに抱っ 

こされて、グルグル回りや「バスに乗って」やリズムに合わせて体を目いっぱい動 

かしました。手遊びや「絵本ぴょーん」でお父さんと一緒に楽しみました。その後 

○ハロウィンの足型 

  最初に夫婦で両足を持って、そろえて押さえ、次に足を開いて、先ほどつけた 

 両外側に押さえるとかぼちゃの形ができます。次に目・口・鼻等のシールをはりま 

す。字を書いて完成です。足型をとると成長したことがわかります。 

●感想・家で足型はとることがないので良かった。家に帰ってからも見ることができて 

子どももうれしそう。 

     ・楽しかった。普段できないことができた。また参加したい。 

     ・大変だった。2人分できた。面白かった。もっとやりたい。いい感じにできた。 

●コロナ対策 消毒を徹底 

使ったものの消毒を考えられています。必要なおもちゃや本を絞りこみ、置くも

のを少なくしています。使ったら消毒するために入れるカゴが用意されています。

また、各部屋の定員を減らしています。入口に自動消毒液噴霧器がありそこには 

「児童センターに遊びに来たら：検温→手指消毒→入館カード記入→番号札をも 

らう→三密に気を付けて遊びましょう→番号カードを返し手指消毒」 

といったルールが明記されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コメント 
 岐阜市は10月からイベントの再開でした。消毒にこだわる姿勢が徹底してます。雨でしたが参加されたお父さん
の名前を職員の方が知っているということ、お子さんがすぐおもちゃを使おうとしていて、この施設をよく利用され
ていることがわかります。小学生がお手伝いで来ていました。毎回ボランティアでの参加ができることも素晴らしい
ですね。パパさんクラブはご夫婦での参加も多く家庭に帰ってからも楽しめそうです。あるお父さんが1人で男の子
2人のお子さんを連れて来ていましたが、2人とも楽しげに参加でいている姿に脱帽でした。こういった機会を使っ
て子どもが育っていくと感じました。 

西児童センターの紹介：身近で通い慣れている施設だと感じました。 

当日は雨でしたが。幼児室（親子 4 組まで）で母子が遊んでいました。お父さんが男の子女の子 2 名を連れて来館され、

早速子ども用の車にお子さんが乗り込みます。車をたくさん動かしたいので遊戯室に行こうとされますがパパさんクラブのた

め入れません。すぐに終了時間を聞かれ、ほかの施設に移動されました。雨の日に利用しやすいと感じているようで通いな

れている方がいらっしゃいます。パパさんクラブに参加の子も終了後おもちゃにまっしぐらです。小学生以上（7 名までの人

数制限）の図書室・集会室には 7つの机があります。勉強することが多いようです。 

おもちゃを使ったら
入れる消毒かご 

大好きなアンパンマンの
あいうえおのおもちゃ 

幼児室の車、ドアがついていて
乗り降りができて、楽しそう。 

おいてあるおもちゃの数をしぼ
った3歳までのへや 
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[広報より] コロナの影響で行事がなく、陵南小学校の保護者とお子様からステイホームの期間中の出来事を募集

いたしました。 

が保護者 がお子様のお話です。親子で応募された方は同じ枠に入っております。それぞれのステ

キなお話をどうぞお楽しみください。応募してくださった皆様本当にありがとうございました。 

 
各務原市立陵南小学校のＰＴＡの広報委員会が「ステ
イホーム中のちょっといい話」を募集し、作成した 

広報を提供していただきました。 
 

子どもと一緒にいるということで、成長やそのよさに気づけたようです。「ちょっと

いい話」ではなく、「家族の温かい宝物」ですね。掲載された量にも質にも驚きと感動

です。ありがとうございました。 

在宅取組型 


